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しのばず自然観察会より 2025-10  2025.10.28 

2025年11月の活動 不忍池 定点観察 11月9日（日） 

 

12月の活動は21日（日）定例不忍池水鳥個体数調査の予定です 

2025年10月の活動 不忍池 定点観察10月12日（日）より 

3 日前の台風を追いかけるように、次の台風が近づくという空模様でした。前日の涼しい気

温から一転、日差しが少し戻って、やや汗ばむ陽気となった日曜日、８名が参加しました。昨日

の雨の余韻が、ハスの葉の上に小さな小さな水滴として残り、陽光を浴びて金色に輝くのが素

敵でした。ただ、デジカメで撮影したら、白い粒々にしか写っていませんでした。肉眼とデジタ

ルの違いでしょうか。 

この日も水上音楽堂から下町博までの間がイベント会場となっていました。ネットでは、地元

商店街や町会によるしのばず通りを一部通行止めにした（古）本市となっていましたが、不忍池

側の園路は両側とも食い物屋テントだけでし

た。 

冬の使者ともいえる渡り鳥のオナガガモと

オオバンがボート池で見られ、９月末まで暑さ

にうだっていたのがうそのようで、季節の巡り

を感じさせられました。動物園池のカワウのコ

ロニーは静かでした。でも、巣づくりのために

枝を運ぶカワウが目立ち、いよいよ繁殖期間

近を告げているようでした。また、弁天堂南の

藤棚脇のカキの木下では、数年ぶりにスズメ

の砂浴び場が復活していました。 

集合：午前１０時 不忍池 蓮池南西端 

（野外ステージ西側、 湯島天神下交差点寄り）  

緑の小旗あり  

今回は雨天中止 

持物：筆記用具、双眼鏡、飲み物、雨具 

（マスク、敷物、昼食、日傘） 

解散は午後１時頃ボート池畔の予定 

 参加費不要 非会員の参加も歓迎 

 

 

オナガガモ雌 
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確認した野鳥：オオバン、オナガガモ、カイツブリ、カ

ルガモ、カワウ、コサギ、スズメ、ドバト、ハシブトガラ

ス、ヒヨドリ（解散後の確認も含む） 

昆虫：アキアカネ、アゲハ、イチモンジセセリ、エンマ

コオロギ、キタキチョウ、キタテハ、ヤマトシジミ 

その他の動物：コイ、アカミミガメ、スッポン 

おもな開花・結実植物：アキニレ（実）、アシ、アベリ

ア、イチョウ（実）、イヌガラシ、エノコログサ（実）、カ

キ（実）、カタバミ、カタバミの園芸品種（トリアングラ

リス？）、カンナ、キョウチクトウ（薄いピンクの花・濃

いピンクの花）、キンモクセイ、雑種タンポポ、サクラ（品種不明）、シマスズメノヒエ（実）、シモツ

ケ、ジュズダマ（実）、セイタカアワダチソウ、セイヨウアサガオ、タチアオイ、タニウツギ属

（Weigela）の園芸種、チカラシバ、ノゲシ、ハギ、ハス（実）、ハゼラン（別名三時草）。ヒガンバ

ナ（咲き終わった実）、ヒナタイノコヅチ？ヒメジオン、マテバシイ（実）、メリケンカルカヤ？ヤブ

ラン（斑入り）、ラクウショウ（実） 

しのばず自然観察会 会計監査交代について 

 しのばず自然観察会の会計監査は林悦子さんにお願いしてきましたが、交代してほしいとの

意向が示されていました。定例観察会の折に何回か、担当してくださる会員を募っていたので

すが、このほど、逸見雅代さんから担当してもよいとの内諾が得られました。 

 会の役員決定事項ですので、11月9日の例会（定例観察会）にはかります（雨天の場合は

12月21日の水鳥調査のとき）。 

 しのばず自然観察会50年史の進捗状況 

 50年史の制作は、10月下旬に2校の段階に入りました。作業は、初校であがった多数の

修正箇所や追加事項の点検と、初校後の追加事項が少しあります。また、全体の規模（ページ

配分）の確定、表紙・扉・目次等の配置なども確認します。特別の変更がなければ、3校で点検

して校了、印刷に回る手はずです。11月半ば校了、12月上旬の刊行を目指しています。 

組版・校正担当者の努力で、ページ増にはならない見込みです。なお、見積もり時と比べ、

計上していなかった表紙等のデザイン（装幀）を専門家に依頼する費用増が2～3万円見込

まれますが、大幅な増額には至らずに済みそうです。 

しのばず自然観察会  事務局 〒110-0001 台東区谷中３－１－９ 小川潔 方 

１９７５年創立 電話 03－3828－8775   URL：http://sinobazu.extrem.ne.jp  

郵便振替 00100－8－84609 しのばず自然観察会 年会費 2,000円  

＊＊202４年以前の会費未納の方もお忘れなく！退会の場合は早めに葉書で事務局へ＊＊ 

 

アキアカネ 
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9月の観察会から 小川千恵子 

2025.0９．２１ ９：１７ 
いつものバス停で降りる。足が下に着くと同時に足元からシオカラトンボが飛び出す。おも

わず「オーッ！」と声が出て、見送る。地面で休息中だった？ 

池そばのベンチの前方をカルガモ 3羽が泳ぐ。目前の草地にスズメ 4羽が歩く。背の低い

メヒシバの枝をしごくように実を採っている。これが本来のスズメの食餌の仕方なんだと気づく。

シジミ蝶が飛ぶ。ドバトが歩道を8羽歩く。立ってみているとドバトもスズメも寄って来る。餌が

もらえぬとわかったのか、南の方へ行く。 

浮き橋の北の地面からコロコロコロと虫の声がする。ドバトが浮き橋の手すりに6、床に

18、足を折りたたんで丸くなっているのやらチョコチョコ歩きまわるのやら。 

いかだにカルガモ5羽、横の木に3羽、2羽が泳ぐ。計10羽。 

ボート池の水は、今日はやけに緑色。大きなコイも、水面に上がって来た時に見える程度で

中を泳いでいるコイは見えない。 

池北側にあるジュズダマは刈られてはいたが、そのあとで出てきた 30～40ｃｍの高さのジ

ュズダマは、実が付く。 

ひっくり返したボートの東から8番目にカルガモ1羽が立つ。その南の水面を1羽が西の方

へ泳ぐ。と、ボート上のカルガモも降りて、一緒に西の方へ。ボート 15 番目にカメ 1 匹。ボート

はカメが上がれるように低くなっていて、端は斜めになっている。高さが異なるのでカメが上が

れるのと上がれないのとがある。カワウ2羽が北から頭上を飛んで、1羽は近くの水面へ、1羽

は南へ飛んで行く。 

池北の地面にはメヒシバが多く、オヒシバは少し。シマスズメノヒエ。黄色の蝶が飛ぶ。 

桜・関山（カンザン）の下に紫の花ヤブラン。アジサイは 30 ㎝の高さに刈られてしまったが、

下から小さい葉が出ている。 

バス通りから公園に入ったところに、避難の時の一時集合場所の看板が立つ。その上にカラ

スが止まり、低い声でカッカッ！と嘴を合わせるように鳴く。と、動物園方向の高い位置からカ

ーカーと澄んだ声がきこえる。看板上のカラスは応えるかのように短くカッカッと鳴いたあと響

く声でカーアカーアと鳴く。これへの応えは聞こえない。そのあと、またカッカッ、と嘴を合わせ

て鳴いて飛んで行ってしまった。 

ハンノキの南にある桜の木の南にはネコジャラシが多数あって、下はヤブガラシが広がる。ア

カマンマ、メヒシバ。 

ガンジン像手前の大きなアキニレの下、池のふちにカルガモ14羽。全員集合？丸くなって眠

っているのもいる。 

ヒガンバナ 6 本が伸びてきている。そろそろ咲きそう。ガンジン像と鳥モニュメントの間で道

路を挟んで反対側（西側）の植え込みの中、何かの桜の新しい切り株！高さ70㎝位で切られ、

直径30～４０ｃｍ位。この桜の木、帰りに見ると地面スレスレに切られていた。 
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鳥モニュメント前。シジミ蝶が飛ぶ、ヤブガラシが広がり、その下には謎の丸い葉群が広がる。 

池寄りの柳のそばに小さなピンクのタチアオイが咲く。虫の声が聞こえる。大きな株の方のタ

チアオイは新しく出てきた60～70ｃｍ丈の緑の葉がついた茎のところに花が咲く。元の茎は茶

色の立ち枯れ状態。 

池の中の鉢にガマの穂。カジノキ。赤い花のタチアオイ。ヒメジオン！幅３ｃｍ位の細長い葉

は何？キビ？帰りにスマホで調べるとセイバンモロコシと出た。地中海原産、1943 年に千葉

県で発見、若い葉、先端の葉に青酸が含まれ、トウモロコシやサトウキビ畑の強害雑草。 

集合地に行く手前に三角州みたいになった植え込みがある。イチョウの木がある。地面スレ

スレに切られた新しい切り株発見。切り株の真中は粉というか粒というか、中が虫にやられて

しまったんだ。 

荷台のついた小さな車が来る。荷台には枝や木がのっている。どうやらガンジン像そばの桜

の木を地面スレスレにまで切りに行ったよう。 

集合地南の植え込みの中に、ドバト 20

羽がお休み中。日陰で気持ち良い。風が強

い。交差点の所のイチョウの木の中に桜が

ついている木を見に行くと、下の植え込みに

ヘクソカズラのつると花を見つける。花名と

は違って、花はとてもかわいい。 

 

集合地 

 園案内の看板前。西側に白いタチアオイ

の花がてっぺんに見える。あとは実になって

いる。カンナは東と西に葉を伸ばし、真中に

菊の葉が広がり、そこに混じってしぼんだ

花のオシロイバナが広がる。オシロイバナ

はもう閉じたんだ。 

 蓮は手前に茶色や黄色の葉が見える。茶

色のハチスも見える。 

 南側のキショウブがあったところ付近はヒ

ガンバナの蕾が多数みられる。花の色は白

らしい。 

 ピンクの花で紫色の葉のカタバミ（オキザ

リス トライアングラリス）。伊豆吉野（桜）の

枝先が針のように見える。寄生植物にやら

れた？と思ったが、Sam さんに「葉が食べ

られて葉の軸だけが残っているのよ」と言

われた。よく見ると、枝の少しずつがやられ

白い花のヒガンバナ 

 

外来カタバミ（オキザリス トライアングラリス 

Oxalis triangularis） 
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ているのではなく、2-3ｍに広がるひと枝全部がやられ、何本もの枝がやられているのがすご

い。誰が食べたのか？ 

 Ko さんに言われて蓮の葉柄にさわる。トゲがある。枝元の方から葉の方へ指を動かすと良く

わかる。 

 

野音 

 イヌビワは、１ｃｍ位の黄色い実。落羽松は緑のおだんごみたいな丸い実が枝先にぶらさがる。

シマサルスベリは幹が茶色と白のまだら模様。ちょっとさわると凸凹は感じなかったがＳａｍさ

んに「茶色の部分がはがれ落ちる」と言われて、もう一度さわり直すと、確かに茶色の方を指で

こするとはがれる。シジミチョウ、黄色の花のカタバミ。 

 

浮き橋 

 大きなトンボがグル～と回って飛ぶ。「ギンヤン

マ」と潔。ここから蓮池を見渡すと、奥、池の北側

は緑の葉、池の真中辺は黄色っぽい、手前は茶

色。集合地で見るより、蓮の背が低くて見渡せ

る。集合地より、首をたれたハチスが多数葉の上

に見える。 

 浮き橋を出て、植え込みにギシギシ。虫の声が

聞こえる。池そばの植え込みに赤い花のヒガン

バナが多数あり、5本は咲いている。 

 いつも水が流れこんでいるところは、今日は水

が出ていない。大きなコイ達と大きなクサガメ 4

匹が泳いで近づく。餌ねだり？ 

 下町ミュージアム辺の池に沿って北向きに人が並んでいる。動物園弁天門の方を見ると、そ

こには並んでいる様子は無い。Ｉさんが「客層が違う」と。若い人が多い。並んでいる人に声を

かけてきいてみる。弁天堂のお参りです、と。今日はご利益が良い特別な日とのこと。何百人

並んでいるのか？そのせいで池ふちの植物は見られない。 

 新しいトイレ前の広場。南に喫煙テントが設置されている。煙はもれっぱなし。ただの喫煙

所！煙が外に出ないようにしてほしい！池の周りの手すりに付けられている禁煙案内との整

合性はどうなるの？ 

 ミュージアム北側、並んでいる人達の東側に車とテントの食べ物売りが並ぶ。3本の大きな木

の西側半周にベンチがあって、そこで飲食するということらしい。ちなみにその東側はトイレ有

り。中には小さなステージまである。ただただイベント広場ということ。出店に、人はまばら。 

 枯れたキクモモは黒い枝だけ。その北のタイリョウザクラは枯れた葉が残る。 

 弁天堂入口に巳成金大祭、令和 7年 9月 21日と看板が出ている。チェーンで仕切って誘

導人も付いて弁天堂までずっと人が並んでいる。 

ヒガンバナ 
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藤棚 

 入口のサンゴジュは切られて幹だけになった。

日陰はのぞめない。ネコジャラシ。ワルナスビ。ジ

ュズダマは白い実がつく。アシは穂が出てる。西

南の端に赤いヒガンバナが咲く。トンボが飛ぶ、

アキアカネ？カキは 5 ㎝位になった。タンポポ 1

輪咲く。弁天堂裏でアシの茎を折ってみる。白い

粉がついて、薄茶色のビワコカタカイガラモドキ

がいた。弁天堂の裏は、大きい車が何台も駐車。 

 弁天堂を出て、落羽松は緑の実が枝先にぶど

う状にぶら下がる。上の方まで付いている。 

 蓮池とボート池の間の道を南下。ボート池側

で、草にとまったシジミチョウが交尾をしている。上が白っぽく、下が薄茶色。もう 1 匹白っぽ

いのが来て、その下にとまったり、離れたり。「上が雄、下が雌」とSamさん。 

 ボート池でカルガモ1羽、羽づくろい。他に2羽が水面に、2羽が陸に。タンポポ1輪。 

 ボート池南のひっくり返したボート手前の池ふちに植物 3種が池につき出ている。桑、アキニ

レ、セイタカアワダチソウの咲き終わり、と潔。 

風が強い。 

 蓮池のハスの葉の中に、筋だけ残している葉を I さんが見つける。Sam さん「食べでがある

けど、何が食べているのかしら？」Ko さんに問う。答えはまだ無い。不忍通りからワッショイ！

のかけ声が響く。今日は根津神社のお祭り。 

 

テラスで 

 コサギが南から北へ飛ぶ。ムクドリの10羽位のひと群が池の東へ飛ぶ。 

 

<Koさん 蓮の話> 

 蓮には一重、八重そして多頭蓮がある、と多頭蓮の写真を見せて下さる。蕾の大きさは変わ

らないが、咲くと、中に 4 つの花の塊が見えて、それを取り囲むように花びらがある。一重、八

重は朝に花が開いて、夕方には閉じて、翌日朝また開くとなるが、多頭蓮は閉じない。開いて、

開いて、開いて、外側の花びらから散って行く。そしてある程度たつと枯れてしまう。雄しべ、雌

しべが全部花びらになっているので、受粉はできず、種子もできない。蓮根で増える。多頭蓮

の花びらはとても薄い。花びらをのせた新聞紙の字が読めそうなくらいに薄い（写真を見せて

もらった）。ハスの実は固い殻に守られていて、発芽は難しいが、固い殻故に何年も生き続け

る。実は緑の内に取ると、薄い皮なので手でむいて中の白い実を食べられる。ほんのり甘い。

よく売られているお菓子の蓮の実は中国産。今日の写真は霞ケ浦で栽培されたもの。 

 

ヤマトシジミ 
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2025年10月の定点観察会より 小川千恵子 

2025 10月12日 ９：４３ 曇り時々晴 

 ハンノキの下、ドバト13羽、地面にベッタリ座っていたり、立っていたり、餌をつついていた

り・・・。少し離れた所に、白いハトと濃い灰色のハトが向かい合わせになってペッタリ草地にく

っついている。白いハトが首を伸ばして、灰色のハトの顔あたりを何度もつつく。灰色のハトは

少し顔を背けたりするが、そのままいる。羽づくろいならぬ顔づくろい？それとも愛のささや

き？シジミ蝶飛ぶ。浮き橋の床にドバト17羽。手すりに20羽。3才くらいの男の子が走って

来て、両手をひろげて追いたてる。床のドバトは飛んで行くが、手すりのは余り逃げず。 

 太陽はまだ雲の中だが、ハーフパンツで上半身裸の男性が日光浴。寒そうだが。 

 池北は、西側の一画の草がすっかり刈られて、そのあとに伸びたものが２０ｃｍ程度になって

いる。草地は枯れた草もあって、緑色より薄茶色に見える。次の区画は刈られておらず、イネ科

の植物が５０ｃｍ以上に伸びてうっそうとしている。 

 ひっくり返したボート東から14番目にカメ3匹。ボート池の水は先月同様緑色で透明度も

低い。家族で来た人が「水、何で緑なの？」と。あとで潔が「アオコ」とのこと。 

 水際を雌のオナガガモ1羽が、浮き橋の人が集まっているベンチ方向を目指して西から来

る。たぶん餌ねらい。この個体はたぶん去年も来ていたのでは？おかえり！ 

 カワウが池北の柳の木に2羽。1羽、水面から池南へ飛ぶ。他にも飛ぶ。カワウの動きが活

発！ 

 戻って南下。下草が刈られて丈は１０～１５ｃｎ位。ガンジン像そばのヒガンバナは全部咲き終

わっているが、まだ葉は出ていない。トリモニュメントの下の謎の葉。スマホで撮って調べる。

「クレイトニア ペルフォリアータ」と出た。家で調べると違うものみたい。もう一度撮って調べて

みたい。 

 すぐそばからカワウが水面をバタバタ音を出して叩くようにして飛び立つ。身体の後の方に

白い部分が見える。繁殖羽。オオバン2羽が北上。色がまだ濃い灰色で、白黒の目立った色

ではない。まだ10時前だったが白鳥ボートが７。大きな声の英語のおしゃべりが聞こえる。 

 タチアオイは高さ２ｍ以上になり、茶色に枯れている。下に50㎝位の緑の葉が伸びている。

西側の紫の花のヤブランはまだ咲いている。次のタチアオイは先端に赤い花を一輪。株は同様

に茶枯れ。下に緑の葉。 

 ひっくり返したボートの上はドバト2羽、自分で羽づくろい。池の南端は白っぽい泡が多数寄

せている。（帰りに来ると、泡は少なくなっていた） 

 蓮池ふちの草地も刈られている。アベリアが満開。 

 

集合地 

黄色の花のカンナが咲いている。タチアオイの白い花は枝先端に咲く。オシロイバナは薄ピ

ンク、濃ピンクのしぼんだ花の中に、まだ咲いているものもある。シジミ蝶。 

 南側の草地の白いヒガンバナは咲き終わっているが、葉はまだ出ていない。紫葉、薄ピンク
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の花のオキザリスもまだ咲く。 

 

野音手前 

シマスズメノヒエ、ネコジャラシ、麦みたいの

はスマホで写真を撮って調べると、チカラシバ

と出た。日本全国の道端や野原に生えるイネ

科の多年草。引き抜くのが難しいので、「力芝」

と名付けられた。秋に黒紫色のブラシ状の穂が

つき、動物の毛などに付着して種子を拡散。 

 自転車に2人の子をのせて、中国語を話す

女性が自転車をとめて、コイに餌をやり始め

る。コイはバシャバシャと音を立てて群がる。す

ぐそばに「餌はやらない」という看板がある。ど

うしようと思っていたら Iさんが、手で✖をつく

って知らせる。「わかりました」と日本語で返し、餌やり

をやめる。Ⅰさんは、「子どもへ伝わるし、そばに餌を

やらないでの看板があったから」と。キタキチョウが飛

ぶ。調べると、日本で最も身近な黄色い蝶のひとつ。

翅の表裏が黄色く、外縁には黒い帯がある。裏面に

は黒褐色の斑点がある。成虫で越冬するので、暖か

い日は冬でも活動。食草はネムノキ、ハギ等のマメ科

植物の葉。かつてキチョウと呼ばれていた種は、

2005年の研究で「キタキチョウ」と「ミナミキチョウ」の

2種に分けられた。キタキチョウは本州から南西諸島

に分布し、ミナミキチョウは日本では南西諸島のみに

分布。モンシロチョウは翅に「紋」があるが、キチョウに

は無い。 

 Miさんが「キンモクセイがあったけど、におわない」

と。昨日の雨で香りが落ちたのか？ 

 シマサルスベリに J-0017、その西のシマサルスベリに J-0018のテープがホチキスでとめら

れている。 

 野音東から、白テント群とキッチンカー群が、下町ミュージアムまでビッシリと並ぶ。道路にテ

ーブルとイスを出し始めて開店準備中。 

 池の周りは幸いなことに刈られていない。シジミ蝶３以上飛ぶ。カタバミの黄色い花にとまっ

て蜜を吸う。カジノキ。 

 浮き橋入口そばにあるアシは花が終わったのや、これから咲くものもある。浮き橋からは蓮

池北を見渡せる。池全体が薄緑や薄茶色で、奥の北側の方にはまだ緑色が残る。池の中を大

 

チカラシバ 

 

「ハトに餌を与えないで」の看板 

野鳥やコイ対象の啓発もある 
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きなスッポンが泳ぐ。ツナギトンボが飛んでいたが、何なのかは不明。 

 

下町ミュージアム 

 桜シロタエ（白妙）の下に白い花のアベリアが咲く。ミュージアム北側の樹木は南からケヤキ、

車イス用道路を挟んで、マテバシイ（茶色の実）、男の人の像（朝倉文夫作 「生誕」） のうしろ

にも細いマテバシイが2本。大きいケヤキがあって、東側の通りに出る通路階段手前の大きい

木はシイノキ。潔に答えてもらう。  

 池側のタイリョウザクラの葉は黄緑色になっている。ミュージアム北のゲートボール場のフェン

スに紫色のアサガオがいくつもきれいに咲いている。下に黄色と赤のオシロイバナが、閉じず

にまだ咲いている。 

 北上する。エンマコオロギの声がきこえる。池の緑の蓮の葉群の中に、５×８ｍ位に葉が倒れ

たり押し付けられたような空間が広がる。何だろう？ 

 Ｋｕさん巣材を運ぶカワウを見つける。大きな大きな切り株が地面にある。中は空洞であった

よう。アキアカネ飛ぶ。イチモンジセセリが街灯の下のコンクリート台の上にとまる。白い蝶が飛

ぶ。アキニレに実が多数ついている。キクモモは枯れた枝だけ。タイリョウザクラは枯れた葉が

付いているだけ。2024年 11月 10日の観察会では、このタイリョウザクラの枝先に薄いピン

クの花が２～３輪ずつ4か所にさいていたのに・・・どうしてしまったのだろう？弁天堂参道に

一番近い桜、たぶんソメイヨシノ（Ｆ５２６の札が付く）の枝先に白っぽい花が3箇所に咲く。「狂

い咲き」と言うと、Saさんが「以前、日の出町から来ているTaさんに、狂い咲きではなく、返り

咲き、と教わった」と。 

 参道北側、屋台のうしろに3株のピンクのハギが咲く。橋の北側の池縁に白い花が咲く。タ

ニウツギ属の園芸種、と、潔。動物園内のイソップ橋は人が多い。蓮の葉は、東西にかかる橋の

上を歩く人の肩から上が見えるくらいの高さ。 

 

藤棚 

藤棚東南にある、以前切られて、今は1.2m位に伸びているサクラの葉は緑色のまま。南隣

のカジイチゴは大きくなってきている。セイタカアワダチソウの花はたわわ。ジュズダマは白い実

のまま枯れている！ピンクの粒々のかわいい花、調べると、「ハゼラン」。蘭の名が付くが蘭で

はない。スベリヒユや松葉ボタンと同じスベリヒユ科。

熱帯アメリカ原産、明治時代に渡来。多年草、午後3

時頃に花が咲き始め、「三時草」とも呼ばれる。 

ヤブガラシがひろがる。下草が刈られずに残ってい

る。アゲハ蝶が飛ぶ。シジミ蝶5以上が舞う。ノゲシが

黄色い花や白い綿毛をつける。ヒメジオン？タンポポ 1

輪、南に顔を向けて咲く。コロコロとギーギーギ―、虫

の声、2種類？エンマコオロギ？下草が刈られずにい

るので生き延びた？ユッカは花茎が5本高く伸びてい  

イチモンジセセリ 
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る。ユッカの株の中からセイタカアワダチソウの花

が伸びて満開。カキは色付いてきた。 

 藤棚西側の土の上にスズメが砂浴び場を少しず

つ作っている。 

 弁天堂を出て、橋の北の蓮の中に、葉脈だけが

残っている葉をMiさんが見つける。誰が食べてる

んだろう？橋の下に大きなアカミミガメ3匹。1匹

は、裏返しになって水面に浮いている蓮の葉の上

にのっている。 

 落羽松の下、南側は、オシロイバナが広がる。花

は皆閉じている。 

 ボート池北側を進む。キョウチクトウは枝先に花が残る。下の植え込みに濃いピンクの花が咲

く。何だっけ？教えてもらったのに。Samさん「シモツケ」と。その手前のコンクリートくいの境に

青色のツユクサ1輪。あとで調べると、シモツケソウは多年草、シモツケは低木なので、これは

シモツケのようだ。 

 オナガガモ雌2羽。雄1、メス1ではないか等々出るが。ベンチに座っている男性が食パン

の袋から大きくちぎってポイと放る。オナガガモはパクリと食べる。迷ったが、「やらない方が良

いですよ。人工物だから」と声をかける。男性はダミ声、ぶっきらぼうに「わかりましたよ！」と餌

やりをやめて、いなくなる。が、あとで、西側のベンチに座って、ドバトにやっていた。 

 時の鐘が鳴り始める。赤い葉が付いた枝が落ちているのをMiさんが拾う。クスノキ。葉が香

る、枝が香ると言ってそこに居た人達でにおいをかぐ。クスの木の方はまだ緑色。 

 

テラス 

 目の前をカイツブリが水に潜り、出てくる。身体全体が黒っぽい。白い鳥と灰色の鳥が飛んで

北へ。「コサギかな？」というとSaさん「イヤ、ドバト」。見ると、今朝であった仲の良いドバトらし

い。Saさんに今朝の話をする。 

 カルガモ 1羽南へ飛ぶ。先月の14羽はどこへ？猛禽類1羽が池の高い所をグルーと数回

旋回して東へ。身体より羽が長くて、尾は割れていない。何だったのか？コサギが桜並木の中

の柳にとまって、じっとしている。 

 目の前のアキニレの中段程にカワウが入り、枝を折

ろうとするが、かなわず、だんだん下の方へ降りて試

みるがかなわず。一番下の枝先にとまって、ようやく一

枝折って、北へ飛ぶ。Heさんは、帰るのに立ち止まっ

て、カワウが飛んでしまうまで見ていた。アキニレのそ

ばに男性が立ってずっと見ていたが、カワウはそんな

ことは全く気にならない様子。カワウは巣作りに大忙

し!! 

 

カイツブリ 

 

葉脈だけ残った蓮の葉 


